
平成２８年度高校生を講師とした「よのなか教室」実施計画案  

行事名  高校生を講師とした｢よのなか教室｣  日時  平成２９年２月８日（水）５校時  

場所  

２年教室、講話の場所は下の通り  

日 向 高 校 ２年１組  

日向工業高校  ２年２組  

門 川 高 校 ２年３組  

富 島 高 校 被  服  室  
 

担当者  ２年主任（田中）  

参加者  ２年生全員  

ねらい  
○ 進路実現に向けた準備と心構えを身につけさせる。  

○ 高校卒業後の姿を思い浮かべさせる  

事前指導  
○ 話を聴きたい高校をアンケート調査し、生徒の班編成を済ませておく。  

○ 班毎に高校生に聴きたいことを考えさせておく。  

 時 間 ・ 内 容  指導上の留意点  

当
日
の
日
程 

14:15～14:35  講話１  

 

14:35～14:50  講話１に対する質疑  

 

14:50～15:00  移動  

15:00～15:20  講話２  

 

15:20～15:35  講話２に対する質疑  

15:35～15:45  移動  

15:45～16:05  まとめ  

○ 開始時刻までに自分の聴く高校の教

室で待機させておく。  

○ 事前に聞きたいことを確認させてお

く。  

○ 速やかに次の教室に移動させる。  

○ 講話１と同様に進める。高校生に話し

てもらう内容は同じである。  

 

 

○ 各学級に帰って感想を書く。  

事後指導  
○ これまでの進路学習の結果を受けて第１回進路希望調査を行い、自分の進路に対

する意識を高めさせる。  

その他  

○ キャリア教育支援センターを通して「よのなか教室」の一貫として実施する。  

○ 講話１も講話２も同じ場所とし、中学生が移動する。  

○ 高等学校と連絡をし、講師をする高校生を選出する。講師はなるべく本校出身の高

校１年生２名とする。  

○ 講師をする高校生と連絡を取り、話してもらう内容について調整しておく。  

 



日向高校   

  
富島高校   

  
日向工業高校   

  
門川高校   

  



 

高校生を講師とした「よのなか教室」生徒感想  

今回の講話で、いろいろな学科があり、学ぶことがそれぞれだということがわかりました。部

活動などもたくさんあり、楽しそうでした。行く学校によって取得できる資格などが違うという

こともわかりました。それから、中学校のうちに身に付けておいたほうが良いことも教えてもら

いました。これから言葉遣いや勉強の仕方を改善していこうと思います。高校で部活に入ったら

自分なりにけじめをつけて工夫すると良いと言っていたので、今のうちからメリハリをつけて

いこうと思います。  

 高校生の話を聞いて、目標をもつことが大事だと思いました。習ったことはその日のうちに宅

習にたくさん書いて覚えると良いと聞いたので、私もそういう宅習をしていきたいと思います。

高校ではたくさんの資格を取得することができるそうなので、私もたくさん取りたいです。将来

の夢がまだ決まっていなくても、高校で夢を見つけることができると思いました。希望する高校

に合格できるように、これから勉強を頑張りたいです。  

 今日、高校生の話を聞いて、僕はいろいろなことを学ぶことができました。富島高校の人たち

からは、主に中学校でやっておいた方が良いことについて教えてもらいました。日向高校の人た

ちからは、免許や部活について教えてもらい、いろいろなアドバイスをもらいました。富島高校

の良いところは、学校生活が充実していることで、日向工業高校の良いところは、免許を取りや

すいことと自分のペースで勉強ができることだそうです。２つの高校の話を聞いて、僕も自分に

合っている高校を探そうと思いました。  

今日の「よのなか教室」では日向高校と富島高校の話を聞きました。私が心に残ったことは２

つあります。１つ目は中学校でやっておくべきことです。授業に集中することや宿題をちゃんと

出すこと、毎日勉強する習慣をつけることが大切なのだとわかりました。私は授業中の集中力が

あまり無く、毎日の勉強も時間が多いときと少ないときとで差があるので、残りの一年で改善し

たいです。２つ目は、決して学習成績だけが重要ではないということです。入学した高校で自分

がどのような生活を送り、どう変わるかが自分にとって意味があることだと思いました。高校に

行っても頑張れるような人間になれるよう、今から努力したいと思います。  

今日の「よのなか教室」をうけて、まず、今から勉強をしていたほうがよいと思いました。ま

た、どこの高校も楽しいということもわかりました。僕の中で、高校は勉強だらけで楽しくない

のではないかと思っていましたが、話を聞くと、「先生が面白い」とか「クラスが楽しい」と言

うことだったので、頑張って勉強して高校に行きたいという気持ちが強くなりました。これから

は宅習の質を上げて成績を伸ばし、コミュニケーション力も高めて面接などにも備えたいと思

います。  

 


